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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

制御バルブ･アセンブリ 1

制御バルブのハンドル 1

制御バルブのピボットレバー 1

ソケットヘッドねじ（#10 x 1–1/4 インチ） 1

ロックナット (#10) 1

クレビスピン 1

コッターピン 1

油圧ホース 3

キャップスクリュ（1/4 x 2-3/4 インチ） 3

フランジロックナット（1/4 インチ） 3

111

トリムピース 1

制御バルブを取り付けます。

油圧ホース 2

保護スリーブ 1

リテーナリング 1

ダストプラグ 1

ダストキャップ 1

222

クイックディスコネクト（ニップルとカップラ） 1

油圧ホースを接続する。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

取り付け手順書 1 セットアップに使用します

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。
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1
制制制御御御バババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 制御バルブ･アセンブリ

1 制御バルブのハンドル

1 制御バルブのピボットレバー

1 ソケットヘッドねじ（#10 x 1–1/4 インチ）

1 ロックナット (#10)

1 クレビスピン

1 コッターピン

3 油圧ホース

3 キャップスクリュ（1/4 x 2-3/4 インチ）

3 フランジロックナット（1/4 インチ）

1 トリムピース

手手手順順順

1. 座席と座席ベースを機体から外す。

2. 燃料タンクを固定しているボルト類をゆる
めて、右側フェンダに手が届く程度まで燃料
タンクを持ち上げられるようにする。

3. 右側フェンダにある 3 つの穴を探し出す。

• 後ろの穴が、図 1 に示すようにフェン
ダのエッジから 95 mm の位置にある場
合には、4へ進む。

図図図 111

1. 右フェンダ 2. 3.74 インチ（95 mm）

• 後ろの穴が、図 2 に示すようにフェン
ダのエッジから 70 mm の位置にある
場合には、新しい穴を開ける必要があ
る。図 2 に示す寸法に従って、フェンダ
に直径 8.7 mm の穴を 3 つ開ける。

図図図 222

1. 右フェンダ 2. 2.74 インチ（70 mm）
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図図図 333

1. 3.50 インチ（89 mm） 4. 3.74 インチ（95 mm）

2. 1.25 インチ（32 cm） 5. 0.344 インチ（直径 8.7 mm）

3. 2.25 インチ（57 mm）

ススステテテッッップププ 444～～～888 ははは、、、シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが
310999999310999999310999999よりも若い番号の製品についての
み行う。

4. 制御バルブとピボットレバーを右フェンダ
に取り付ける；キャップスクリュ（1/4 x
2–3/4 インチ）3本と、1/4インチのフランジ
ロックナットを図 4のように使用する。

図図図 444

1. 制御バルブ 4. ピボットレバー

2. 昇降バルブ 5. 90度フィッティング（オペ
レータ側）

3. ステアリングホース 6. 90度フィッティング（外側を
向いている面）

5. 昇降バルブの下に廃油受けの容器を置
く図 4）。

6. ステアリングホース（図 4）を昇降バルブの
P ポート（後ろ上のポート）から外す（ステ
アリングバルブから来ているホース）。

注注注 油圧関係の接続を行う時には、O リン
グが油圧オイルで適切に潤滑されて正しい
位置にセットされていることを必ず確認し
てください。

7. ステアリングホース（昇降バルブの P ポー
トから来ている）を、コントロールバルブの
オペレータ側の90度フィッティングに接続
する（図 4）。

8. ストレートフィッティングと45度フィッティ
ングのついている油圧ホース（キットに入っ
ている）を、昇降バルブの P ポートと、コ
ントロールバルブの外側にある90度フィッ
ティングに接続する（図 4）。

ススステテテッッップププ 999～～～131313 ははは、、、シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが
311000001311000001311000001またはそれ以上の番号の製品につ
いてのみ行う。

9. 制御バルブとピボットレバーを右フェンダ
に取り付ける；キャップスクリュ（1/4 x
2–3/4 インチ）3本と、フランジロックナッ
ト（1/4インチ）を図 5のように使用する。

10.昇降マニホルドの下にオイルを受ける容器
をおく（図 5）。

11.ステアリングホース（図 5）を昇降マニホル
ドの上側面のポートから外す。

注注注 このホースはステアリングバルブから
来ています。
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図図図 555

1. 制御バルブ 4. ピボットレバー

2. 昇降マニホルド 5. 90度フィッティング（バルブ
のオペレータ側）

3. ステアリングホース 6. 90度フィッティング（バルブ
の外側）

注注注 油圧関係の接続を行う時には、O リン
グが油圧オイルで適切に潤滑されて正しい
位置にセットされていることを必ず確認し
てください。

12.外したステアリングホースに12インチホー
ス（キットの付属品）を接続し、制御バルブ
のオペレータ側になる90度フィッティングに
接続する（図 5）。

13.ストレートフィッティングのついている長
い油圧ホース（キットに入っている）を、昇
降マニホルドの空いたポート、および制御
バルブの外側にある90度フィッティングに
接続する（図 5）。

14.2本の油圧ホースを、制御バルブの上部にあ
るフィッティングに接続する（図 6）。

図図図 666

1. 油圧ホース 2. 保護スリーブ

注注注 2本の油圧ホースが、真っ直ぐに制御バル
ブの左側を指すように向いている（図 7）よ
うに取り付けてください。このようにすれ
ば、タンクとホースが干渉することがあり
ません。

図図図 777

1. 油圧ホース(2)

15.ホースの上から保護スリーブを取り付けて
る（図 6）。

16.機体の下に置いてあった廃油受けを回収す
る。

17.下コントロールパネルにある打ち抜きプラ
グ（デカルの下になっている）を打ち抜く
（図 8 と 図 9）。
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図図図 888

1. 打ち抜きプラグの位置

図図図 999

1. 打ち抜きプラグの位置

18.バルブスプールに、制御バルブハンドルを
取り付ける；クレビスピンとコッターピン
を使う。

19.ハンドルにピボットレバーを取り付ける；
ソケットヘッドねじとロックナットを使用
する（図 10）。

図図図 101010

1. 制御バルブハンドル 3. バルブスプール

2. ピボットレバー 4. 制御ノブ

20.ハンドルに制御ノブを取り付ける（図 10）。

21.右側昇降アームにカップラブラケットを取
りつける； U ボルト（2本）、スペーサ（4
個）、フランジナット（4個）を 図 11 のよ
うに使用する。

G017721
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図図図 111111

1. Ｕボルト(2) 4. スペーサ（4個）

2. トリムピース 5. フランジナット(4)

3. カップラブラケット

22.ホースをフレームレールから右側昇降アー
ムに向かって配置する。

23.上フレームの上部、ホースの下にトリムピー
スを取り付ける（図 11）。

24.燃料タンク取り付け用のボルト類を取り付
ける。

25.座席ベースと座席を取り付ける
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2
油油油圧圧圧ホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 油圧ホース

1 保護スリーブ

1 リテーナリング

1 ダストプラグ

1 ダストキャップ

1 クイックディスコネクト（ニップルとカップラ）

手手手順順順

1. ダストプラグのループ部に、バルブフィッ
ティングから来ている油圧ホースを通す。

2. メスのカップラをカップラブラケットの下
穴に通し、リテーナリングで固定する。

3. ホースアセンブリをメスカップラに固定す
る（図 12）。

4. ダストキャップ（図 12）のループ部に、
後バルブフィッティングから来ている油圧
ホースを通す。

5. ホース端部にオスのニップルを取り付ける。

6. ホースの端部をカップラブラケットの上穴
に通す（図 12）。

図図図 121212

1. 上側の油圧ホース 4. ダストキャップ

2. カップラブラケット 5. 下側の油圧ホース

3. リテーナリング 6. ダストプラグ

7. リテーナリングで、ホース・アセンブリを
ブラケットに固定する。
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メメメモモモ：：：
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